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National Instrumentsの製品を医療用に使用することに関する警告
（1）National Instruments Coporation（以下「NI」という）の製品は、外科移植もしくはそれに関連する用途、または作動不
良により人体に深刻な傷害を及ぼすことが合理的に予期される生命維持装置の重要なコンポーネントとしての用途に適した信頼
性のレベルでのコンポーネントや試験を採用して設計されておりません。（2）上記用途を含む、あらゆるアプリケーションにお
いて、不利な要因によってソフトウェア製品の操作の信頼性が損なわれる可能性があります。これには、電力供給の変動、コン
ピュータハードウェアの誤作動、コンピュータ・オペレーティングシステム・ソフトウェアの適応性、アプリケーション開発に
利用したコンパイラや開発ソフトウェアの適応性、インストールの間違い、ソフトウェアとハードウェアの互換性の問題、電子
監視機器または制御機器の誤作動または故障、電気システム（ハードウェア及び /又はソフトウェア）の一時的な障害、予期せ
ぬ使用または誤用、ユーザまたはアプリケーション設計者側のミスなどがありますが、これに限定されません (本書においてこ
のような不利な要因を総称して「システム故障」といいます )。システム故障が財産または人体に危害を及ぼす可能性（身体の
損傷および死亡の危険を含む）があるアプリケーションにおいては、システム故障の危険があるため、単独の電気システム方式
のみに依存すべきではありません。損害、人体への傷害、または死亡といった事態を避けるため、ユーザまたはアプリケーショ
ン設計者は、システム故障から保護するための合理的に慎重な対策を取る必要があります。これには、バックアップメカニズ
ム、または非常停止メカニズムなどがありますが、これに限定されません。各エンドユーザのシステムはカスタマイズされてお
り、NIの試験プラットフォームとは異なること、またユーザやアプリケーション設計者が、NIが評価したことのない方法や、予
期しない方法でNI製品を他の製品と組み合わせて使用する可能性があることから、NI製品をシステムまたはアプリケーション
に統合する場合は、ユーザまたはアプリケーション設計者が、最終的にNI製品の適合性 (かかるシステムまたはアプリケーショ
ンの適切な設計、処理、安全レベルが含まれますが、これに限定されません。）の検証および確認における責任を負うものとし
ます。



本書で使用する表記規則

本書では以下の表記規則を使用します。

→ →記号に沿って、 入れ子のメニュー項目やダイアログボックスをたどって
い く と、 最終的に必要な操作を実行することができます。 ファイル→ペー
ジ設定→オプションという順になっている場合、 まずファイルメニューを
プルダウンし、 次にページ設定項目を選択して、 最後のダイアログボック
スからオプションを選択します。

このアイコンは、 注意すべき重要な情報があることを示しています。

このアイコンは、 人体への損傷、 データの損失、 システムのクラッシュな

どを防止するための注意事項があることを示しています。

太字 太字のテキストは、 メニュー項目やダイアログボックスなど、 ソフ トウェ

アでユーザが選択 （クリ ック） する必要のある項目を表します。 また、 フ

ロン トパネル上のパラメータ名、 制御器やボタン、 ダイアログボックスま

たはその一部、 メニュー名、 パレッ ト名も表します。

下線 下線つきのテキストは、 重要な事項を示します。

monospace このフォン トのテキストは、 キーボードから入力する必要のあるテキスト

や文字、 コードの一部、 プログラムサンプル、 構文例を表します。 また、

ディスク ド ライブ名、 パス名、 ディ レク ト リ名、 プログラム名、 サブプロ

グラム名、 サブルーチン名、 デバイス名、 関数名、 演算名、 変数名、 ファ

イル名と拡張子、 引用するコードにも使います。 ただし、 日本語の文字の

入力や表示は、 前後の文と区別するため、 「」 で囲んでいる場合もありま

す。

monospace の斜体 このフォン トの斜体のテキストは、 ユーザが提供する必要のある言葉や値

のためのプレースホルダ （テキスト） を表します。 
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1
FP-1601 ネットワークモジュールの
概要

本章では、FieldPoint FP-1601 ネットワークモジュールと FieldPoint ソ
フトウェアの概要を説明します。

FP-1601 ハードウェアの概要

FieldPoint FP-1601 ネットワークモジュールは、10/100 イーサネットを

FieldPoint I/O モジュールに接続します。 FP-1601 はイーサネットデバイ

スであるため、イーサネット上に設定できる FP-1601 モジュールの数は、

ネットワークトポロジによって決まります。各 FP-1601 モジュールは、

最大 9 個の I/O モジュールをサポートします。
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FP-1601 には、モジュールの状態を示す LED 表示器と各種機能を実行す

る DIP スイッチがあります。下の図は、FP-1601 におけるこれらの機能

の配置を示しています。

FieldPoint バンクは、最低 1 つのネットワークモジュール、1 つまたは複

数のターミナルベース、1 つまたは複数の I/O モジュールで構成されてい

ます。各 FP-1601 は、最大 9 個の I/O モジュールをサポートします。

任意の数のホストコンピュータまたは LabVIEW RT 対応デバイス

（FP-2000/2010 または PXI シャーシなど）から、各バンクにアクセスす

ることができます。イーサネットにインストールできる FP-1601 ネット

ワークモジュールの数は、ネットワークトポロジによって制限されます。

イーサネットを使用すると、任意の数の FieldPoint バンクを使用するこ

とができます。

FP-1601 ネットワークモジュールは、10 Mbps または 100 Mbps のイー

サネットに直接接続します。モジュールは、自動的に接続速度を検出し、

それに応じて構成されます。

下の図は、イーサネットに接続された FP-1601 を示しています。ハード

ウェアの仕様と配線の詳細については、付録 D の 「仕様」を参照してく

ださい。

1 DIP スイッチ

2 LED 表示器
3 ローカルバスコネクタ

4 電源コネクタ
5 レールクリップ

6 イーサネットポート
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FieldPoint ソフトウェアの概要

FieldPoint ソフトウェアには、アプリケーションソフトウェアパッケー

ジに簡単に統合できるよう、サーバおよびドライバソフトウェアの他に、

構成ユーティリティが含まれています。これらのソフトウェアコンポーネ

ントは、通信機能の一部やハードウェアの詳細を管理しているため、I/O
チャネルへのアクセスが簡単に実行できます。FieldPoint ソフトウェア

のバージョン 3.0 は、Windows Me/98/95、Windows 2000、または

Windows NT version 4.0（サービスパック 3 以降）で動作します。これ

には以下のコンポーネントが含まれています。

• FieldPoint エクスプローラ構成ユーティリティ

• LabVIEW VI

• LabWindowsTM/CVITM 関数

• OPC サーバ

• Lookout ドライバ

FieldPoint ソフトウェアの最新バージョンをナショナルインスツルメン

ツの FTP サイト、ftp.ni.com/support/fieldpoint/Serverからダウ

ンロードすることができます。 

1 FP-1601 ネットワークモジュール

2 ターミナルベース

3 I/O モジュール

4 イーサネットケーブル

5 イーサネットハブ / スイッチ

6 イーサネットデバイス / コンピュータ

1 2

3

5

66 6

4
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FP-1601 のセットアップの概要

以下のリストは、FP-1601 を起動して実行するために必要な手順の概要を

示します。

1. 第 2 章、「ハードウェアの取り付けとソフトウェアのインストール」

の説明に従って、ハードウェアを設置します。

a. FP-1601、ターミナルベース、I/O モジュールを取り付けます。

b. FieldPoint システムをネットワークに接続します。

c. FieldPoint システムに電源を接続します。

d. 信号を I/O モジュールに配線します。

2. 第 2 章、「ハードウェアの取り付けとソフトウェアのインストール」

の説明に従って、ソフトウェアをインストールします。

a. アプリケーションソフトウェアをインストールします。

b. FieldPoint エクスプローラをインストールします。

3. 第 3 章、「ハードウェアとソフトウェアの構成」の説明に従って、

FieldPoint システムを構成し、その構成を確認します。

a. FP-1601 ネットワーク設定を構成します。

b. I/O モジュールの範囲と設定を構成します。 

c. セキュリティを構成します。

d. チャネルをテストします。

e. 設定を保存します。

4. これで、システムを利用することができます。



© National Instruments Corporation 2-1 FP-1601 ユーザマニュアル

2
ハードウェアの取り付けとソフト
ウェアのインストール

本章では、ハードウェアを取り付け、ソフトウェアをインストールする方

法について説明します。

使用を開始する前に

FP-1601 をセットアップし、使用するには、以下が必要です。

❑ FP-1601 ネットワークモジュール

❑ 取り付け用ハードウェア（DIN レールまたはパネル取り付け用アクセ

サリ）

❑ ターミナルベースと I/O モジュール

❑ 電源

❑ アクセサリ：イーサネットケーブル、ドライバ

❑ FieldPoint ソフトウェアの CD

❑ Windows Me/98/95、Windows 2000、または Windows NT 
version 4.0 対応のホスト PC

FieldPoint の安全性

ここでは、FieldPoint 製品のインストールおよび使用時に遵守すべき、

安全に関する重要な情報について説明します。

ユーザマニュアルや操作説明書の指示に従って、FieldPoint 製品を使用

してください。製品の使用法を誤ると危険です。製品が破損した場合に

は、製品の安全性を保証することはできません。その場合は、ナショナル

インスツルメンツに返送して修理を依頼してください。 

代用部品を使用したり、FieldPoint 製品を改造してはいけません。必ず

取り付け説明書に指定されたモジュール、アクセサリ、ケーブルと共にこ

の製品を使用してください。 
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通電している端子に誤って触れたり、引火したりしないように、必ず

FieldPoint 製品を適切な筐体に入れてご利用ください。

爆発性雰囲気または引火性ガスが発生するおそれのある場所では

FieldPoint を使用しないでください。こうした環境で FieldPoint を使用

する必要がある場合には、FieldPoint を必ず基準に適合した筐体に入れ

てご利用ください。また、FieldPoint は、必ず汚染度 2 以下で使用して

ください。 汚染とは、絶縁耐力や表面抵抗率の低下を引き起こす固体、液

体、または気体状の異物が存在することを意味します。次に、汚染度につ

いて説明します。

• 汚染度 1：まったく汚染がないか、または乾燥した非導電性の汚染だ

けが発生する。汚染の影響はなし。

• 汚染度 2：通常、非導電性の汚染だけが発生する。ただし、場合に

よっては、結露によって発生する一時的な導電性は、予測する必要が

ある。

• 汚染度 3：導電性のある汚染が発生するか、または乾燥した非導電性

の汚染が発生して、それが結露によって導電性の汚染になる。 

FieldPoint の清掃を行う場合には、非金属製の柔らかいブラシを使用し

てください。修理に出す前に、必ず FieldPoint を完全に乾燥して汚れが

ない状態にしておく必要があります。 

必ず FieldPoint の最大定格電圧に適合するように信号接続部を絶縁して

ください。FieldPoint の最大定格電圧を超える電圧をかけてはいけませ

ん。FieldPoint に電気信号が流れているときに配線をしないでください。

FieldPoint システムに電源が供給されているときにターミナルベースを

取り外したり、追加してはいけません。モジュールをホットスワップする

際、ターミナルベースの信号配線に触らないように注意してください。

FieldPoint は、設置カテゴリ II 以下で使用してください。次に、設置カ

テゴリについて説明します。

• 設置カテゴリ I は、商用電源（MAINS）1 に直接接続されていない回

路上での測定に適用されます。このカテゴリは、絶縁トランスの二次

側で動作しているプリント基板（PWB）内の電圧などの信号レベル

です。 
設置カテゴリ I の例としては、商用電源に直接接続されていない回路

の測定、または商用電源とは絶縁されている回路の測定があります。

1   商用電源（MAINS）とは、電力供給または測定のために、機器に接続される電源です。
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• 設置カテゴリ II は、低電圧装置に直接接続された回路上で行われる測

定に適用されます。このカテゴリは、壁のコンセントのような屋内電

路を指します。 
設置カテゴリ II の例としては、家電製品、小型の電気工具などの測定

があります。

• 設置カテゴリ III は、建物の設備に対して行う測定に適用されます。

このカテゴリは、建物内の設備の電源として直接分電盤から配電され

る電路を指します。

設置カテゴリ III の例としては、配電回路やブレーカでの測定などが

あります。設置カテゴリ III には、他にも、建物 / 固定設備のケーブ

ル、バスダクト、ジャンクションボックス、スイッチ、レセプタクル

などの配線や、建物 / 固定設備に接続されたモータなど、産業用の装

置があります。

• 設置カテゴリ IV は、低電圧（1,000 V 未満）装置での測定に適用さ

れます。

カテゴリ IV の例としては、電気計器や、一次過電流保護装置、リプ

ル制御ユニットでの測定などがあります。

FP-1601 とターミナルベースを取り付ける

FieldPoint システムは、DIN レールに取り付けるか、または直接パネル

に取り付けることができます。通常、パネルに取り付ける方が安定してい

ますが、DIN レールに取り付けた方が便利な場合もあります。以下に、

これらの取り付け方法について説明します。
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FP-1601 を DIN レールに取り付ける
FP-1601 ネットワークモジュールには、標準的な 35 mm DIN レール取り

付け用のレールクリップがあります。モジュールを DIN レールに取り付

ける場合には、以下の手順に従ってください。

1. 取り付けを行う前に、FP-1601 の裏面のシリアル番号をメモしておい

てください。

2. 下の図のように、マイナスのドライバを使って DIN レールのクリッ

プを解除位置まで開きます。

3. 下の図のように、FP-1601 の裏面の蓋を 35 mm DIN レールの上に

引っ掛け、DIN レールに押し付けます。

 

4. FP-1601 を DIN レール上の希望の位置までスライドします。所定の

位置までスライドしたら、下の図のように、レールクリップをロック

位置まで押して DIN レールに取り付けます。

1 レールクリップがロックされた状態 2 レールクリップがロック解除された状態

1 2
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FP-1601 を DIN レールに取り付けたら、DIN レールにターミナルベース

を接続します。

DIN レール取り付けでターミナルベースを接続する
DIN レール取り付けを利用する場合は、以下の手順で、ターミナルベー

スを FP-1601 ネットワークモジュールに接続してください。

注意 FP-1601 とターミナルベースの破損を防止するため、ターミナルベースの着脱の

際にはターミナルベースが通電していないことを確認してください。

1. ネットワークモジュールの取り付けと同様に、ターミナルベースを

DIN レールに取り付けてください。 

2. ローカルバスコネクタをしっかり接続して、ターミナルベースを

FP-1601 に取り付けます。その際、ピンを曲げないように注意してく

ださい。

3. ターミナルベースを追加するには、ターミナルベースをレールに取り

付け、そのローカルバスコネクタを相互接続してください。通常、

I/O モジュールの消費電力に応じて、1 個の FP-1601 に最大 9 個の

ターミナルベースを接続できます。所要電力の詳細については、本章

の「FieldPoint システムに電源を配線する」のセクションを参照し

てください。 
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4. 下の図のように、バンクの最後のターミナルベースのローカルバスコ

ネクタに保護カバーを取り付けます。レールロックをスライドさせ、

ねじを締めて取り付けます。

DIN レールから FP-1601 とターミナルベースを取
り外す
ターミナルベースをレールから外す前に、ターミナルベースから I/O モ

ジュールを取り外します。FP-1601 ネットワークモジュールまたはターミ

ナルベースは、レールクリップのスロットにドライバを差し込み、ロック

が外れる位置まで開くと、DIN レールから取り外すことができます。

ターミナルベースのローカルバスコネクタからネットワークモジュールを

外したあと、レールから持ち上げて取り外すことができます。

FP-1601 をパネルに取り付ける
オプションの FieldPoint ネットワークパネル取り付け用アクセサリを使

用して、FP-1601 ネットワークモジュールをパネルに取り付ける場合は、

以下の手順に従ってください。パネル取り付け用アクセサリ（製品番号

777609-01）は、ナショナルインスツルメンツに注文してください。

1. 取り付けを行う前に、FP-1601 の裏面のシリアル番号をメモしておい

てください。

2. 下の図のように、マイナスのドライバを使ってレールクリップをロッ

ク解除位置まで開きます。

1 レールクリップがロックされた状態 2 レールクリップがロック解除された状態

1 2
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3. 下の図のように、パネル取り付け用アクセサリをモジュールにカチッ

とはめ込みます。

4. レールクリップをロック位置まで押し込んで、パネル取り付け用アク

セサリを所定の位置にロックします。

5. 下の図のように、パネル取り付け用アクセサリを使い、FP-1601 をパ

ネルに取り付けます。パネル取り付け用アクセサリに付属の説明書に

は、モジュール取り付けのための穴あけに使うテンプレートが含まれ

ています。



第 2 章 ハードウェアの取り付けとソフトウェアのインストール

FP-1601 ユーザマニュアル 2-8 ni.com/jp

パネル取り付けでターミナルベースを接続する
ターミナルベースは、FP-1601 ネットワークモジュールの取り付けに必要

なパネル取り付けアクセサリを使わずに、直接取り付けることができま

す。パネル取り付けの場合、以下の手順で、ターミナルベースをネット

ワークモジュールに接続してください。

注意 FP-1601 とターミナルベースの破損を防止するため、ターミナルベースの着脱の

際にはターミナルベースが通電していないことを確認してください。

1. パネルに穴をあけ、ターミナルベースを取り付けます。穴あけ用のテ

ンプレートは、ネットワークモジュールのパネル取り付け用アクセサ

リと共に提供されます。

2. ローカルバスコネクタをしっかり接続して、ターミナルベースを

FP-1601 に取り付けます。その際、コネクタピンを曲げないように注

意してください。

3. ボルト、ねじ、あるいはその他のもので、ターミナルベースをパネル

に固定します。ターミナルベースの取り付け後、ローカルバスコネク

タがしっかり接続されていることを確認してください。

4. ターミナルベースを追加するには、ステップ 1 から 3 までを繰り返

し、各ターミナルベースのローカルバスコネクタを最後のターミナル

ベースのコネクタに接続します。通常、I/O モジュールの消費電力に

応じて、1 個の FP-1601 で最大 9 個のターミナルベースを接続できま

す。消費電力の詳細については、本章の「FieldPoint システムに電

源を配線する」のセクションを参照してください。 
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すべての穴が正しく開いていれば、すべてのターミナルベースをパネ

ルに取り付けると、ローカルバスコネクタもすべてしっかりと接続さ

れるはずです。

5. 下の図のように、バンクの最後のターミナルベースのローカルバスコ

ネクタに保護カバーを取り付けます。

パネルから FP-1601 とターミナルベースを取り外す
FP-1601 ネットワークモジュールとターミナルベースをパネルから取り外

すには、まずターミナルベースを最後のターミナルベースから順に取り外

し、その後ネットワークモジュールを取り外してください。

ターミナルベースに I/O モジュールを取り付ける

通常、以下のような場合を除いて、各 I/O モジュールを任意の場所に取

り付けることができます。

• V 端子と C 端子を使用して、I/O モジュール間で電源をカスケード

接続する場合は、そのモジュールをまとめる必要があります。

• より正確な計測を行うために、熱電対モジュールは、ネットワークモ

ジュールまたはリレーモジュールなどの熱源から離れた場所に設置し

ます。ただし、FP-TB-3 に取り付ける場合を除きます。
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I/O モジュールをターミナルベースに接続するには、下の図を参照し、

以下の手順で実行してください。

1. 位置決めスロットをターミナルベースのガイドレールに合わせて、

1 つ目のモジュールを取り付けます。

2. モジュールをしっかりターミナルベースに押し込みます。ターミナル

ベース上部のイジェクトボタンが上がると、ターミナルベースのラッ

チが I/O モジュールを所定の位置に固定します。

3. この手順を繰り返して、他の I/O モジュールをターミナルベースに

取り付けます。

モジュールを取り外すには、ターミナルベース上部のイジェクトボタンを

押して、モジュールを引き抜きます。

メモ 古いタイプのモジュールの場合には、ターミナルベースから取り外すのに、よ

り大きな力が必要な場合もあります。モジュールは、必ず、ターミナルベース

からまっすぐに引き抜いてください。

FP-1601 をネットワークに接続する

モジュールの RJ-45 イーサネットポートを使用して、FP-1601 ネットワー

クモジュールをイーサネットに接続します。カテゴリ 5 のイーサネット

ケーブルを使用して、モジュールの RJ-45 イーサネットポートをイーサ

ネットハブに接続します。イーサネットクロスオーバケーブルを使用し

て、モジュールを直接コンピュータに接続することもできます。

注意 データの損失を防ぎ、イーサネットインストレーションの整合性を保つため、

100 m 以上の長さのケーブルは使用しないでください。 100 Mbps のイーサ

ネットを使用している場合は、カテゴリ 5 のシールドツイストペアイーサネッ

トケーブルの使用をお勧めします。
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下の図は、FP-1601 をイーサネットハブに接続した場合です。

下の図は、クロスオーバケーブルを使用して、FP-1601 を直接接続した場

合です。

ホスト PC は、標準のイーサネット接続で FP-1601 と通信します。ホス

ト PC がネットワーク上で構成済みの場合には、FP-1601 を同じネット

ワーク上で構成する必要があります。どちらもネットワークに接続されて

いない場合には、CAT-5 クロスオーバケーブルを使用して、この 2 つを

直接接続することができます。独自のケーブルを敷設する場合には、

付録 D、「仕様」でイーサネットケーブルの配線に関する説明を参照して

ください。

FP-1601 を構成するには、FP-1601 がホスト PC と同じサブネット上にあ

る必要があります。ホスト PC と異なるサブネット上で FP-1601 を使用

するには、まずホスト PC と同じサブネット上で FP-1601 を接続および

構成してから、使用するサブネットの静的 IP アドレスを割り当てなおし

た後、そのサブネットに（物理的に）移動する必要があります。ホスト

PC と FP-1601 を同じサブネット上で構成する方法が分からない場合に

は、ネットワーク管理者に問い合わせてください。

FieldPoint システムに電源を配線する

ネットワーク上の各 FP-1601 には、11 ～ 30 VDC の電源が必要です。

FP-1601 は、この供給電源をフィルタにかけたり、調整したり、バンク内

のすべての I/O モジュールに電力を供給します。したがって、バンク内
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の各 FieldPoint I/O モジュールに個別に電力を供給する必要はありませ

ん。以下の手順で、FieldPoint システムに電源を接続します。

1. 11 ～ 30 VDC 電源のリード線をネットワークモジュールの V 端子と

C 端子に接続します。V 端子にプラスのリード線を、C 端子にマイ

ナスのリード線をそれぞれ接続します。モジュールとデバイスに対し

て適切な電力が供給されていることを確認するには、「FieldPoint バ
ンクの消費電力を計算する」の所要電力の計算に関する説明を参照し

てください。

2. 入力または出力用に外部電源が必要な FieldPoint モジュール（出力

モジュール、カウンタモジュール、PWM、PG、QUAD など）に電

源を接続します。所要電力の詳細については、I/O モジュールの操作

説明書を参照してください。ターミナルベースの V 入力と C 入力を

別の電源に接続するか、隣接するターミナルベースまたはネットワー

クモジュールの V 出力と C 出力を接続するか、またはこれらの方法

を併用して、モジュールに電源を投入することができます。ターミナ

ルベースからフィールド I/O デバイスに電力を供給するには、まず

ターミナルベースに電力を供給してから、ターミナルベースの V 出

力端子と C 出力端子をフィールドデバイスに接続します。

注意 隣接するベースまたはネットワークモジュールから電源をカスケード接続する

と、カスケード接続されたモジュール間の絶縁性が失われます。

下の図は、電源に正しく接続された FieldPoint システムの例を示します。

15 16  V

31   32 C

V 1 32

C 17 18
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FieldPoint バンクの消費電力を計算する
FP-1601 ネットワークモジュール 1 個を使用する FieldPoint バンクで必

要な電力は、以下のように計算します。

電力 = 4.5 ワット + 1.1 × Σ(I/O モジュールの消費電力 )

これは、FP-1601 ネットワークモジュールと I/O モジュールに電力を供

給するために必要な、FP-1601 ネットワークモジュールの消費電力です。

これには、ターミナルベースに接続したデバイスによって消費される電力

は含まれていません。

FP-1601 は、9 ワットの電力を I/O モジュールに供給します。1 ワットを

超える電力を消費する I/O モジュールを使用すると、バンクで使用でき

る I/O モジュールの数が 9 個未満になる場合があります。消費電力につ

いては、各 I/O モジュールの操作説明書を参照してください。

フィールドデバイスに接続する

各 I/O モジュールの操作説明書またはラベルの下にある配線図を参照し

て、フィールドデバイスを接続します。

FP-1601 に電源を投入する

FieldPoint バンクにそれぞれの電源を差し込みます。電源投入時に、

FP-1601 は電源投入時自己診断（POST) を実行します（この手順には数

分かかる場合があります）。電源を入れると、まず POWER と STATUS の

LED がオンになります。約 5 秒後、STATUS の LED が点滅し始めます。

これは、FP-1601 が構成可能で、FieldPoint ソフトウェアをインストール

できる状態になっていることを示します。

FP-1601 にすでに IP アドレスが割り当てられている場合には、STATUS 
LED がオフになります。 I/O モジュールの READY LED が点灯した場合、

FP-1601 は使用可能な状態になっています。

STATUS LED が上述のように点灯しない場合には、付録 C、「トラブル

シューティング」の「STATUS LED エラー表示」を参照してください。
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ソフトウェアをホスト PC にインストールする

以下の手順で、FieldPointソフトウェアをホスト PC にインストールします。

1. FieldPoint ソフトウェアをインストールする前に、使用するソフト

ウェア（LabVIEW、Lookout、または LabWindows/CVI など）を

インストールしてください。対応する開発ソフトウェアがインストー

ルされていないと、FieldPoint ソフトウェアは、LabVIEW VI および

サンプル、FieldPoint のシリアルモジュールで使用する Lookout ド
ライバクラス、LabWindows/CVI 計測器ドライバをインストールす

ることができません。

2. 他のアプリケーションをすべて閉じます。

3. FieldPoint ソフトウェアの CD をコンピュータの CD-ROM ドライブ

に挿入します。

4. 画面上の指示に従って、FieldPoint ソフトウェアをインストールして

ください。

メモ セットアップが自動的に開始しない場合には、Windows のメニューで

スタート→ファイル名を指定して実行を選択し、d:\setupと入力して

（dは CD-ROM ドライブ名）、OK を選択します。

これでハードウェアの取り付けとソフトウェアのインストールが完了しま

した。第 3 章、「ハードウェアとソフトウェアの構成」に進んでください。
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3
ハードウェアとソフトウェアの
構成

本章では、ハードウェアとソフトウェアの構成、構成の検証、ホスト PC
で実行されている他のソフトウェアからの FP-1601 のチャネルへのアク

セスについて説明します。

FieldPoint エクスプローラで FP-1601 を構成する

FieldPoint エクスプローラを使うには、以下の手順に従ってください。

1. FieldPoint ハードウェアおよびソフトウェアが、第 2 章、「ハードウェ

アの取り付けとソフトウェアのインストール」の説明に従って正しく

取り付け／インストールされていることを確認してください。

FieldPoint システムに電源が投入されていることを確認してください。

2. Windows のスタートメニューから、プログラム→ National 
Instruments → FieldPoint 3.0 → FieldPoint Explorer を選択し、

FieldPoint エクスプローラを起動します。

 

3. ウィンドウの左側の枠内の OPC IA サーバの横にある + マークをク

リックして、項目を展開します。次に、FieldPoint を右クリックし

て、このサーバに通信リソースを追加を選択します。通信リソース構

成ダイアログボックスが表示されます。
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4. FP-1601 を使用するには、次の図のように、タイプをイーサネットに設

定してください。各イーサネット通信リソースは、ネットワーク上で

複数の FieldPoint モジュールで構成される 1 つのバンクを示します。

 

5. 参照をクリックすると、次の図のようなリモートシステムエクスプ

ローラが起動します。

 

リモートシステムエクスプローラは、サブネット上にある FP-1601
またはその他のナショナルインスツルメンツ製のイーサネットデバイ

スを起動および検索します。 表示されるシリアル番号は、FP-1601 の

シリアル番号に対応しています。 モジュールの IP アドレスを指定し

ていないため、モジュールの状態は「未構成」となっています。 
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6. 構成するには、FP-1601 のシリアル番号をダブルクリックします。

（ネットワークモジュールを右クリックして、デバイスを構成を選択

してもこのダイアログボックスを開くことができます。）

7. 次の図のように、システム構成ダイアログボックスのネットワーク設

定タブに値を入力します。これらのフィールドに適切な値を選択する

方法については、付録 A、「ネットワーク設定を選択する」を参照し

てください。また、提案値をクリックして、ソフトウェアのデフォル

トパラメータを使用することもできます。ネットワークにゲートウェ

イサーバまたは DNS サーバがない場合、これらのパラメータを

0.0.0.0に設定する必要があります。

 

• IP アドレス：コンピュータが認識できる、ネットワーク上のデ

バイス固有のアドレス。通常、IP アドレスは、ピリオドで区切

られた 4 つの数字で表されます（130.164.55.112など）。ただ

し、使用できるのは、0 ～ 255（0 および 255 を含む）の間の数

に限られます。

• サブネットマスク：他のデバイスが同じサブネットにあるか、違

うサブネットにあるかを、ネットワークデバイスが判定するため

に使用するコード。最も一般的なサブネットマスクは、

255.255.255.0です。

• ゲートウェイ：2 つのネットワークを接続するゲートウェイサー

バとしての役割を果たすデバイスの IP アドレス。

• DNS アドレス：ホスト名を保存して、それを IP アドレスに変換

するネットワークデバイスの IP アドレス。
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8. システム構成ダイアログボックスのシステムタブで、FP-1601 の識別

に使用するコメントを入力します。 たとえば、次の図に示すように、

FP-1601 モジュールを Station 4として識別することができます。

9. 次の図のように、システム構成ダイアログボックスのサーバタブの

Time サーバのフィールドに IP アドレスを入力します。

Time サーバは、NI Time Service を実行する、ネットワーク上のコ

ンピュータです。これは通常、FieldPoint ソフトウェアを実行してい

るコンピュータの 1 つです。 FP-1601 には、バッテリーバックアップ

付き内部クロックがあり、Time サーバがなくても正確なタイムスタ

ンプ値を提供できます。 しかし、最初に内部クロックを設定するため

に、最低 1 回、FP-1601 は Time サーバと通信する必要があります。 
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10. システム構成ダイアログボックスで、OK をクリックします。 FP-1601
が自動的に再起動します。 

FP-1601 が再起動すると、次の図のように、リモートシステムエクス

プローラに、そのモデル名が新しい IP アドレスとコメントと共に表

示されます。表示されない場合には、表示→更新を選択してくださ

い。または、付録 C、「トラブルシューティング」の「検索時に

FP-1601 がリモートシステムエクスプローラダイアログに表示されな

い」のセクションを参照してください。

11. モジュールをハイライト表示して、選択ボタンをクリックします。

FieldPoint エクスプローラの通信リソース構成ダイアログボックスに

新しいホスト名や IP アドレスが表示されたら、デバイスとチャネル

の構成に進んでください。

デバイスとチャネルの検出と構成 
FieldPoint エクスプローラで FP-1601 を構成した後、以下の手順に従っ

て、FieldPoint デバイスとチャネルを構成します。

1. 通信リソース構成ダイアログボックスでデバイスを検出！をクリック

して、通信リソース上のすべての FieldPoint デバイスを検索します。

（通信リソース構成ダイアログボックスが開いていない場合には、

FieldPoint エクスプローラで通信リソースを右クリックして、この通

信リソースを編集を選択します。） 
デバイスが検出されない場合は、付録 C、「トラブルシューティン

グ」の「FieldPoint エクスプローラで「モジュールが見つかりませ

ん」というエラーが出る」のセクションを参照してください。
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2. FieldPoint モジュールが検出されたら、ウィンドウ左側の枠内の

FP Res の横にある + マークをクリックしてデバイスの階層を展開し、

次の図のように、ネットワーク上のモジュールを表示してください。 

階層には FP-1601 に接続されたすべてのモジュールが含まれます。 
検出された各デバイスのデフォルト名には、FieldPoint モジュール

名、スペース 1 つ、@ マーク、モジュールのアドレスが含まれてい

ます（例：FP-1601 @0）。検出された各モジュールにおいて、そのモ

ジュールの各チャネルに 1 つの I/O アイテムが生成され、すべての

チャネルが同じタイプであれば、そのモジュール上の全チャネルを表

す 1 つの I/O アイテムが生成されます。
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3. 特定の I/O モジュールのハードウェア設定を構成するには、デバイ

ス名を右クリックして、このデバイスを編集を選択してください。

次の図のようなデバイス構成ダイアログボックスが表示されます。

出力モジュールについては、監視タイマ構成の設定を選択することが

できます。ネットワークの監視機能については、第 4 章、「機能につ

いて」の「ネットワーク障害を防止する（ネットワーク監視機能）」

のセクションを参照してください。

4. チャネル構成ボタンをクリックして、チャネル構成ダイアログボック

スにアクセスします。次の図では、FP-TC-120 熱電対モジュールが選

択されています。
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メモ 構成オプションはモジュールによって異なります。ここに示すオプションの一

部は、ご使用のモジュールで利用できない場合もあります。

このダイアログボックスで次のように選択してください。

a. 表示するチャネルのタイプを選択してから、変更するチャネルに

チェックマークを付けます。複数のチャネルを選択するには、

1 度に 1 チャネルボックスのチェックマークを外します。

b. 選択されたチャネルの範囲と出力値を設定します。

c. ネットワーク上でのデータ通信のデッドバンドを設定します。

デットバンドは、フルスケールの範囲に対する割合で設定します。

d. 属性を選択し、希望の値を入力して、選択されたチャネルの属性

を設定します。

e. コマンドと値を選択して送信をクリックし、選択されたチャネル

にコマンドを送信します。

f. 構成したい各チャネルに対して、この手順を繰り返します。

g. OK をクリックするか、または適用をクリックして、変更を保存

し、チャネルの構成を続けます。OK または適用をクリックする

と、変更がただちにデバイスに送信され、不揮発性メモリに保存

されます。
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ハードウェア構成を電源投入時状態として保存する

FieldPoint システムのハードウェアの構成が完了したら、バンクの電源

投入時状態としてこの設定を保存することができます。

1. FieldPoint エクスプローラウィンドウの左側の枠内で FP-1601 ネッ

トワークモジュールを右クリックして、このデバイスを編集を選択し

ます。 

2. 工場出荷時の設定チェックボックスのチェックマークを外します。 

3. 以下のいずれかのオプションを使用して、電源投入時の設定を指定し

ます。

• 「デバイスとチャネルの検出と構成」のセクションで構成した範

囲と属性の設定のみを電源投入時状態として保存するには、OK
ボタンをクリックします。これらの設定は、ネットワークモ

ジュールの不揮発性メモリに書き込まれます。

• 範囲と属性の設定の電源投入時の値、および出力チャネルの現在

の出力状態をすべて保存するには、スナップショットをクリック

します。これによって、FieldPoint モジュールのバンクの現在の

範囲、属性、出力値がネットワークモジュールの起動用メモリに

保存されます。終了したら OK をクリックします。

注意 スナップショット機能を使用すると、チャネル構成ダイアログボックスで各

チャネルに対して指定された電源投入時の値が上書きされます。

電源投入時の値の構成および変更については、第 4 章「機能について」

の「カスタマイズした電源投入時構成を保存する」のセクションを参照し

てください。ネットワークの障害を防止するためにネットワーク監視を設

定する方法については、第 4 章「機能について」の「ネットワーク障害

を防止する（ネットワーク監視機能）」のセクションを参照してください。
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リモートシステムエクスプローラでその他の機能やオプ
ションを使用する

FieldPoint エクスプローラで通信リソースを右クリックし、この通信リ

ソースを編集を選択してから参照ボタンをクリックすると、リモートシス

テムエクスプローラにアクセスすることができます。リモートシステムエ

クスプローラのツールバーのボタン（ツールメニュー）を使用するか、ま

たはメニューを右クリックして以下の機能にアクセスすることができます。

• デバイスを構成：選択した FP-1601 の IP アドレス、コメント、その

他のパラメータの構成に使用します。 

• デバイスを再起動：選択した FP-1601 の再起動に使用します。

• インストール済みソフトウェアを表示：選択した FP-1601 上にイン

ストールされているドライバソフトウェアのバージョンを参照する場

合に使用します。

リモートシステムエクスプローラのツールバーボタンを使用するか、また

は表示メニューを使用して、以下の機能にアクセスすることができます。

• 大きいアイコン：メインウィンドウに大きなアイコンを表示します。

• 小さいアイコン：メインウィンドウに小さなアイコンを表示します。

• リスト：メインウィンドウにリストを表示します。

• 詳細：メインウィンドウに、シリアル番号、IP アドレス、状態、

モデル、コメントなどの追加情報を含むリストを表示します。

• ブラウズリストを更新（または表示→更新）：ローカルサブネットま

たは指定の IP アドレスで検出された FP-1601 モジュールとナショナ

ルインスツルメンツの他のイーサネットデバイスのリストを更新して

最新の情報を表示します。IP アドレスやコメントなどに対する変更

は、選択したシステムを再起動して、ブラウズリストを更新（または

表示→更新）ボタンをクリックしないと、リモートシステムエクスプ

ローラには表示されません。
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FP-1601 のセキュリティを設定する

ネットワークセキュリティオプションを設定して、ホストへのアクセスを

制限したり、リモートシステムエクスプローラで行った設定をロックする

ことができます。

ネットワークセキュリティを構成する
各ホストマシンに対してアクセス権限を設定して、ホストからの FP-1601
へのアクセスを制限することができます。デフォルトの設定では、すべて

のホストマシンに対し読み書きを許可しています。ネットワークセキュリ

ティの設定を変更するには、以下の手順で実行します。

1. FieldPoint エクスプローラで通信リソースを右クリックして、この通

信リソースを編集を選択します。ネットワークセキュリティボタンが

有効になった状態で、通信リソース構成ダイアログボックスが表示さ

れます。

2. ネットワークセキュリティボタンをクリックします。現在の設定を表

示した状態で、次の図のようなネットワークセキュリティの設定ダイ

アログボックスが表示されます。ホストマシンに FP-1601 へのアクセ

ス権がない場合には、アクセス権リストが空になり、グレーアウトさ

れます。

3. ダイアログボックスを次のように追加または変更します。

• IP アクセス権リストをファイルに保存している場合、または

FP-1601 セキュリティ設定を他の FP-1601 ユニットと一致させた

い場合、インポートチェックボックスをクリックして、設定をイ

ンポートすることができます。次に、ソース（ファイルからまた
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はデバイスから）を選択します。ソースから読み込まれた設定

は、必要に応じてアクセス権リストに表示して修正することがで

きます。 

• リストにホストマシンを追加するには、IP パターン編集ボック

スに IP アドレスを入力し、希望のアクセスタイプ（読み書き、

読み取り専用、アクセス拒否）をアクセスタイプリストから選択

して、追加ボタンをクリックします。IP アドレスを指定する際

には、ワイルドカード（*）を使用できます。たとえば、すべて

のホストに読み書きのアクセス権を与えるには、IP パターン編

集ボックスに「*」を入力します。111.222.333 サブネット上の

すべてのマシンをアクセス拒否に設定するには、IP パターン

ボックスに「111.222.333.*」と入力します。

• リストからホストマシンを削除するには、エントリをクリックす

るか、または IP パターンボックスにエントリを入力してから、

削除ボタンまたは <Delete> キーを押します。

メモ リストを変更すると、一致するエントリのない IP アドレスは、FP-1601 へのア

クセスが拒否されます。

• リスト内のエントリの順序を変更するには、エントリを選択し

て、アクセス権リストの横にある上矢印ボタンまたは下矢印ボタ

ンをクリックします。新しいエントリは常にリストの最後に追加

されます。指定された IP アドレスに対して、一致するエントリ

が複数存在してもかまいません。その場合には、その IP アドレ

スに一致するリストの最後のエントリが最初に使用されます。 

• IP アクセス権リストを他の FP-1601 モジュールで使用される

ファイルに保存するには、保存チェックボックスをクリックし

て、ファイル名を入力します。

4. 変更が終了したら、OK をクリックします。パスワードを入力するた

めのダイアログボックスが表示されます。パスワードを入力して OK
をクリックすると、FP-1601 に変更が適用されます。

構成を検証する

I/O チャネルをモニタするか、または FieldPoint エクスプローラから出

力チャネルに書き込みを行うことによって、インストレーションと構成を

検証することができます。

I/O チャネルをモニタする
構成した FieldPoint デバイスをモニタすることができます。FieldPoint
エクスプローラウィンドウの左側の枠内でデバイスの 1 つを選択し、
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ツールバーの緑色の矢印のアイコンをクリックして、そのデバイスのアイ

テムのモニタを開始します。 

リスト表示ペーンでアイテムのタグの記号が青に変わり、そのアイテムが

モニタ中であることが示されます。下の図のように、値の列には I/O ア

イテムによって定義された I/O チャネルの現在の値が表示され、状態の

列には FieldPoint ネットワークとの通信時に受信したエラーが表示され

ます。タイムスタンプは、FP-1601 の値がホスト PC で利用できるように

なった時間を示します。

ツールバーの四角形の赤いアイコンをクリックして、アイテムのモニタを

停止します。 

出力チャネルに書き込む
また、構成した I/O アイテムの出力チャネルに書き込むこともできます。 

1. FieldPoint エクスプローラのウィンドウの左側の枠内で、出力チャネ

ルを持つデバイスを選択します。

2. 書き込みを行うチャネルに対応する I/O アイテムをウィンドウ右側

の枠内で選択します。 
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3. ツールバーの紙と鉛筆のアイコンをクリックして、その I/O アイテ

ムで表されている I/O チャネルに書き込みます。

 

4. 値フィールドに書き込みたい値を入力し、書き込みボタンをクリック

して、その値を書き込みます。本章の「デバイスとチャネルの検出と

構成」のセクションのステップ 4 で構成したチャネルの範囲内の値を

使用する必要があります。たとえば、チャネルの範囲が 0.0035 A ～

0.021 A に構成されている場合に、0.010 A (10 mA) の値を書き込みた

ければ、値ボックスに 0.010と入力します。ブール値を使う離散 I/O
チャネルの場合、値フィールドには 1 か 0 を入力してください。

FP-1601 をホストアプリケーションから使用する

以下のセクションでは、ホスト PC で実行しているソフトウェアから

FP-1601 のチャネルにアクセスする方法について説明します。

Lookout と FP-1601
FP-1601 ネットワークモジュールは、ナショナルインスツルメンツの

Lookout 4.0 以降に簡単に統合することができます。Lookout を実行し

ている他のデスクトップコンピュータにアクセスするのと同じ方法でモ

ジュールにアクセスできます。チャネルデータ、範囲、属性、Lookout
からのコマンドに加えて、リセットやスナップショットなどの一部の制御

変数にアクセスすることができます。

Lookout 3.8 以前を使用して FP-1601 にアクセスするには、FieldPoint 
OPC サーバを使用します。FieldPoint 3.8 Lookout ドライバクラスで

FP-1601 を使用することはできません。

Lookout 4.0 以降で FP-1601 を使用するには、以下の手順に従ってくだ

さい。 

1. 本章の「FieldPoint エクスプローラで FP-1601 を構成する」のセク

ションを参照して、FieldPoint エクスプローラから FP-1601 を構成

します。
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2. Lookout を起動して、新規にプロセスを作成するか、既存のプロセ

スを開きます。

3. Lookout で、FP-1601 をネットワークコンピュータとして登録します。

メニューバーから Object → Object Explorer または Object →
Connection Browser を選択し、Network アイコンを右クリックし

ます。ポップアップメニューから Register network computer を選

択します。Computer name フィールドに FP-1601 の IP アドレスま

たはホスト名を入力し、OK をクリックします。

4. Lookout オブジェクトまたは expression を生成すると、それを

FP-1601 ネットワークモジュール上のデータに接続することができま

す。Insert Expression ダイアログボックスで、Network をクリック

して、登録されたコンピュータと FP-1601 モジュールを参照します。

ネットワークモジュールの IP アドレスまたはホスト名をクリックし

て、目的のデータを参照します。

fpoint.cbxを使用してチャネルデータにアクセスする方法もあります。

LabVIEW VI と FP-1601
コンピュータに LabVIEW がインストールされている場合、FieldPoint ソ
フトウェアをインストールすると、FieldPoint VI のライブラリが作成さ

れます。FieldPoint VI（FP Open、FP Get Configuration Info、
FP Create Tag、FP Advise、FP Read、FP Write、FP Close）は、

FieldPoint エクスプローラで構成した I/O アイテムに直接アクセスしま

す。これらの VI の使用法については、LabVIEW\examplesディレクトリ

のサンプルを参照するか、または Windows タスクバーで FieldPoint エ
クスプローラと同じプログラムグループにある FieldPoint LabVIEW 
Help を使用してください。 同じ VI のセットを使用して、ホスト PC から

FP-1601 にアクセスすることができます。I/O アイテムを読み取るための

簡単な FieldPoint アプリケーションには、4 つの VI しか必要ありませ

ん。以下の手順に従って、このようなアプリケーションのサンプルを作成

します。

1. FP Open を使い、サーバを開きます。デフォルトでは、FieldPoint
エクスプローラで最後に保存した構成ファイルを使ってサーバが開き

ます。

2. FP Create Tag を使って、FieldPoint エクスプローラで定義した I/O
アイテムへのハンドルを作成します。この VI に 3 つの文字列名を配

線して、どの I/O アイテムにアクセスしたいかを示します。これら

の 3 つの文字列は、それぞれ通信リソース、デバイス、I/O アイテム

に対して指定された名前です。 

メモ VI に指定された文字列は、スペースや大文字／小文字の区別も含めて、

FieldPoint エクスプローラ上の名前と完全に一致している必要があります。
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3. FP Read.vi を使用して、I/O アイテムをモニタします。また、ルー

プに遅延を追加して、ループを希望の速度に調整します。速度を調整

しないと、プロセッサに 100% のロードがかかり、モジュール内で

ソフトウェアがロックされる可能性があります。出力アイテムに書き

込む場合は、FP Read の代わりに FP Write を使用してください。

メモ FP Read の代わりに FP Advise を使用することもできます。ただし、While
ループに FP Advise 以外のものを置くことはお勧めできません。FP Advise.vi
を使用すると、そのタイミングを VI への入力として構成することができます。

また、ループ内に複数の FP Advise VI を置かないでください。ループ内のすべ

ての VI は、ループが実行するたびに、1 回だけ実行されます。FP Advise VI は、

その回収速度（advise rate）でのみ動作します。ループ内に複数の FP Advise 
VI がある場合、ループ（およびループ内のすべての FP Advise VI）は、これら

の Advice の中で最も遅い速度でのみ実行されます。Advise が "On Data 
Change（データ変更時）" に完了するよう設定されて、対応する I/O アイテム

のデータがまったく変更されていない場合、このループは 1 度しか実行されな

いかもしれません。

4. FP Close を使い、サーバを閉じます。これによって、中断されてい

るすべての Advise 操作が終了します。 

5. 次の図は、FieldPoint アイテムを使用した LabVIEW のダイアグラム

の例です。 
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LabWindows/CVI 関数と FP-1601
LabWindows/CVI がコンピュータにインストールされている場合、

FieldPoint ソフトウェアをインストールすると、FieldPoint 用の

LabWindows/CVI 計測器ドライバがインストールされます。この計測器

ドライバには、FieldPoint エクスプローラで設定した I/O アイテムに直

接アクセスする C 関数を呼び出すための関数パネルがあります。サンプ

ルプロジェクトは、LabWindows/CVI Samplesディレクトリにありま

す。サンプルをお使いいただくと、これらの関数について理解を深めるこ

とができるでしょう。FieldPoint CVI Help ドキュメントは、Windows
タスクバー上にある FieldPoint エクスプローラと同じプログラムグルー

プにあります。このヘルプドキュメントには、C シンタックスの説明、

各パラメータの説明、エラーコードのリスト、計測器ドライバの各機能に

ついての説明があります。

メモ FieldPoint CVI インタフェース対応モード：FieldPoint ソフトウェアは、

LabWindows/CVI がサポートするコンパイラ対応モード（Microsoft Visual 
C/C++、Borland、Watcom、Symantec）に対応したオブジェクトファイル

（.obj）とともに提供されます。FieldPoint ソフトウェアをインストールする

と、設定された対応モードの .objファイルがインストールされます。

FieldPoint OPC サーバと FP-1601
FieldPoint OPC サーバは、OPC Data Access 2.0 基準に準拠していま

す。OPC（OLE for Process Control）は、FieldPoint のようなフィール

ドデバイスとアプリケーションソフトウェアパッケージとの相互運用性を

実現する業界標準のデバイスインタフェース仕様です。FieldPoint の他

のインタフェースと同様に、FieldPoint OPC サーバは、FieldPoint エク

スプローラで構成した I/O アイテムをインポートして、任意の OPC クラ

イアントへの OPC アイテムとして使用できるようにします。したがっ

て、2 台のコンピュータがネットワークで接続されていれば、一方のコン

ピュータ上の OPC クライアントから、もう一方のコンピュータの OPC
サーバに接続された FieldPoint ハードウェアにアクセスすることができ

ます。

OPC クライアントは、その機能および FieldPoint OPC サーバに対する

OPC インタフェースの表示の点で異なります。OPC サーバへのアクセ

ス方法の詳細については、アプリケーションの OPC クライアント機能の

利用に関するドキュメントを参照してください。ただし、ほとんどの

OPC クライアントアプリケーションの基本的な手順は同じです。 

FieldPoint OPC サーバを利用するには、以下の手順に従ってください。

1. OPC クライアントを起動します。

2. OPC クライアントから、FieldPoint OPC サーバ、National 
Instruments.OPCFieldPointを開きます。 
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このサーバは、FieldPoint ソフトウェアのインストール時に

Windows で登録されています。OPC クライアントは、利用可能な

登録済みサーバのリストを表示するはずですが、この名前を入力する

必要がある場合もあります。OPC クライアントを選ぶと、サーバに

自動的に接続される場合もありますが、FieldPoint OPC サーバに接

続するオプションがある場合は指定して、それに接続してください。

3. グループを作成します。 
グループは I/O アイテムの集まりです。OPC クライアントによって

は、グループを作成するというオプションがない場合や、グループが

自動的に作成される場合があります。

4. FieldPoint エクスプローラで指定した I/O アイテムで、このグルー

プの一部として読み書きしたい I/O アイテムを選択します。 
多くの OPC クライアントでは、FieldPoint OPC サーバの Browse 
Address Space 機能を使って、FieldPoint エクスプローラで構成し

た全 I/O アイテムのリストを表示することができます。ただし、利

用している OPC クライアントがこの機能をサポートしていない場

合、I/O アイテムのアイテム ID を直接入力する必要があるかもしれ

ません。FieldPoint のアイテム ID は、通信リソース名 \デバイス名
\I/Oアイテム名のように付けます（通信リソース名、デバイス名、

I/O アイテム名は、FieldPoint エクスプローラで指定した名前です）。

I/O アイテムの 1 つに関連付けられたアイテム ID の例を以下に示し

ます。

FP Res\FP-TC-120 @1\Channel 0

これが、OPC クライアントを構成し、FieldPoint OPC サーバの I/O ア

イテムから読み取るために必要な手順のすべてです。ただし、OPC クラ

イアントで、FieldPoint OPC サーバについて他の情報が必要な場合もあ

ります。以下は、FieldPoint OPC サーバに関する追加情報です。

• FieldPoint OPC サーバではアクセスパスは必要ありません。ただ

し、OPC クライアントによっては、アクセスパスがアイテム ID 名

に含まれていると想定されている場合や、I/O アイテムを選択すると

アクセスパスが要求される場合もあります。アクセスパスは、空白

（空の文字列）にしておくことができます。

• FieldPoint OPC インタフェースは、プロセス外のサーバにあります。

• FieldPoint OPC サーバは、同期 / 非同期の読み書きの両方をサポー

トします。

• FieldPoint OPC サーバは、GetErrorString メソッドを使い、

FieldPoint サーバやハードウェアからエラーや診断メッセージを返し

ます。このメソッドをサポートしない OPC クライアントは、エラー

コードとともに、"Bad, non-specific" のようなエラーメッセージを

返す場合もあります。この GetErrorString メソッドをサポートしな
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い OPC クライアントによっては、このメソッドを使ったエラーコー

ドに相当する FieldPoint メッセージを手作業で調べる方法が提供さ

れています。
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4
機能について

本章では、FP-1601 ネットワークモジュールの機能について説明します。

ネットワーク障害を防止する（ネットワーク監視機能）

FP-1601 のネットワーク監視機能によって、ネットワーク接続、ケーブ

ル、ホストコンピュータにおける障害からシステムを保護することができ

ます。ネットワーク監視タイマが有効でありながら、FP-1601 がネット

ワーク上のすべてのホストまたはクライアントと通信できなくなった場

合、FP-1601 は、出力チャネルをあらかじめ定義した値（監視状態）に設

定します。ホストコンピュータまたはクライアントと通信する必要のない

FP-1601 上の組み込み式アプリケーションを実行している場合は、ネット

ワーク監視タイマの使用が適さない場合もあります。

ネットワーク監視出力値は、電源投入時の出力値と異なる場合もありま

す。たとえば、電源投入時には出力値をオンにし、ネットワークの通信が

切れた場合にはオフにしたい場合などが考えられます。

デフォルトでは、バンクに対するネットワーク監視タイマは、電源投入

時、無効になっています。ネットワーク監視タイマを有効にするには、

以下の手順に従ってください。

1. FieldPoint エクスプローラで、出力モジュールを右クリックして、

このデバイスを編集を選択します。 

2. 監視タイマ構成を有効にするまたは使用時に有効にするにします。

3. チャネル構成ボタンをクリックしてから、以下の構成を行います。

• 各チャネルの監視タイマを有効 / 無効に設定するには、有効にす

るのチェックボックスにチェックを入れたり、外したりします。

• 各チャネルに対して監視タイマ設定値を入力します。

4. OK をクリックします。

5. FieldPoint エクスプローラウィンドウの左側の枠内で、FP-1601 を右ク

リックして、このデバイスを編集を選択し、以下の設定を行います。

• 工場出荷時の設定チェックボックスのチェックマークを外します。

• 監視タイマ構成で、バンクに対して有効にするを選択します。

• バンクのネットワーク監視タイマの値（ネットワーク上のホスト

またはクライアントとの通信喪失の最大許容時間）を入力します。
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6. OK をクリックします。

7. ファイル→保存を選択します。

カスタマイズした電源投入時構成を保存する 

スナップショットで電源投入時状態を設定する
スナップショット機能によって、シングルステップ操作で FieldPoint
ハードウェアの現在の状態をバンクの電源投入時の状態として保存し、

利用できます。

注意 スナップショット機能を使用すると、チャネル構成ダイアログボックスで各

チャネルに対して指定された電源投入時の値が上書きされます。

1. 出力値、範囲、属性など、電源投入時状態として使用する状態にハー

ドウェアを設定します。

2. FieldPoint エクスプローラウィンドウの左側の枠内で FP-1601 ネッ

トワークモジュールを右クリックして、このデバイスを編集を選択し

ます。 

3. 工場出荷時の設定チェックボックスのチェックマークを外します。

4. スナップショットボタンをクリックします。はいをクリックしてか

ら、OK をクリックして、変更を適用します。

5. デバイス構成ダイアログボックスで OK をクリックします。

6. ファイル→保存を選択します。

後日、各チャネルの電源投入時の値を変更する必要があるかもしれませ

ん。そのような場合には、次のセクション、「電源投入時状態を設定する」

で説明する手順に従ってください。

電源投入時状態を設定する
電源投入時状態の設定機能を使用して、モジュールごとに電源投入時状態

を定義することができます。スナップショット機能の場合のように、チャ

ネルを希望の電源投入時状態に設定する必要はありません。しかし、この

機能を利用して、以前に保存したスナップショット情報を調整することが

できます。
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1. FieldPoint エクスプローラで、I/O モジュールを右クリックして、

このデバイスを編集を選択します。 

2. チャネル構成ボタンをクリックし、次に、チャネルに対し、以下の電

源投入時の値を入力します。 

• 各チャネルの範囲、属性、出力値

• 各チャネルのネットワーク監視用データの値

• 各チャネルのネットワーク監視用データの状態（有効／無効）

• 各モジュールのネットワーク監視タイマの状態（有効／無効）

• FieldPoint バンクに対するネットワーク監視タイムアウト値

3. OK を 2 度クリックします。

4. FieldPoint エクスプローラウィンドウの左側の枠内で FP-1601 ネッ

トワークモジュールを右クリックして、このデバイスを編集を選択し

ます。 

5. 工場出荷時の設定チェックボックスのチェックマークを外し、OK を

クリックします。

6. ファイル→保存を選択します。

I/O モジュールの挿入、取り外し、交換（HotPnP）
HotPnP 機能によって、システムの設置、構成、メンテナンスが簡素化で

きます。空のターミナルベースがバンクで利用可能な状態になっている場

合のみ、システムがネットワーク上で動作中でも、I/O モジュールをター

ミナルベースから取り外したり、ターミナルベースに挿入することができ

ます。バンクやシステムの電源を切る必要はありません。また、HotPnP
機能を使うために、ホストコンピュータやソフトウェアの操作を変更する

必要はありません。HotPnP 機能によって、バンクに新規の I/O モジュー

ルや代替 I/O モジュールを抜き差しする間、そのバンク内の他の I/O モ

ジュールは動作し、何の障害もなくネットワーク上でアクセスできます。

電源が入っている状態で I/O モジュールを挿入すると、そのモジュール

は自動的に認識、構成され、ネットワークで利用可能になります。

FieldPoint エクスプローラで新規モジュールを参照するには、通信リ

ソース構成ダイアログボックスでデバイスを検出！をクリックして、ファ

イル→保存を選択します。

注意 電源がバンクに投入されている間は、ターミナルベースを追加したり、取り外

したりしないでください。

存在しないモジュールに送信されたコマンドはエラー応答を返しますが、

適切な代替モジュールが挿入されていれば、FP-1601 は、コマンドを記憶

して適用します。
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取り外された I/O モジュールの代わりに、新しい I/O モジュールを接続

すると、FP-1601 は、まず、代替 I/O モジュールに取り外された I/O モ

ジュールとの互換性があるかどうかを確認します。この I/O モジュール

が取り外されたモジュールと同じ場合や互換性がある場合、FP-1601 は、

代替 I/O モジュールを元のモジュールの構成や出力値の設定にします。

表 4-1 は、HotPnP でモジュールを交換した後、モジュールがどのように

構成されるかを示しています。

LED 表示器

FP-1601 には、状態情報を示すいくつかの LED があります。

POWER LED
緑色の POWER LED は、FP-1601 に電源が入っていると点灯します。こ

の LED は、FP-1601 に接続された電源が利用可能なことや、FP-1601 が

I/O モジュールに電力を供給していることを示します。

STATUS LED
通常の動作モードでは、赤い STATUS LED は点灯していません。FP-1601
は、STATUS LED を特定の回数点滅させて、各エラー状態を示します。

STATUS LED のエラー表示の詳細については、付録 C、「トラブルシュー

ティング」の「STATUS LED エラー表示」のセクションを参照してくださ

い。

表 4-1 HotPnP で交換後のモジュール設定

代替モジュール

工場出荷時の

デフォルト設定

HotPnP で交換後の代替モジュー

ル設定

取り外されたモジュールと互換性
あり

有効または無効 取り外されたモジュールの設定と
同じ

取り外されたモジュールと互換性
はないが、保存されているスナッ
プショット情報と互換性あり

無効 スナップショットに保存されている
設定と同じ

有効 代替モジュールの工場出荷時のデ
フォルト設定

取り外されたモジュールと互換性
がなく、保存されているスナップ
ショット情報との互換性もない

有効または無効 代替モジュールの工場出荷時のデ
フォルト設定
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LINK LED
FP-1601 を動作中のイーサネットセグメントに接続すると、緑色の LINK 
LED が点灯します。

ACTIVE LED
FP-1601 がイーサネットとの間で通信を行っているときは、緑色の

ACTIVE LED が点灯します。FP-1601 がアクティブでなくても、ネット

ワーク上の他の動作が原因で、この LED が点滅することがあります。

100 Mbps LED
FP-1601 が毎秒 100 メガビットで通信しているときは、黄色い

100 Mbps LED が点灯します。100 Mbps LED が点灯していなければ、

FP-1601 との通信はすべて毎秒 10 Mbps で行われます。

ユーザによるアクセスが可能な LED（A ～ D）
A、B、C、D の 4 つの LED には、FieldPoint VI からアクセス可能であ

り、これらの LED は、ネットワークモジュールでカウント出力チャネル

7、8、9、10 とみなされます。 LED B、C、D には、0、1、2 の値を送信

することができます。 LED A に送信できる値は 0 か 1 のみです。 これらの

LED に送信される値は、0= オフ、1= 緑、2= 赤で示されます。

電源投入時自己診断機能 (POST)
FP-1601 は、電源投入時に、電源投入時自己診断機能（POST）を実行し

て、その動作状態を検証します。診断には数秒かかります。この機能は、

ネットワークの動作にも、バンク内のターミナルベースに接続された

フィールド配線にも影響しません。 

電源投入時自己診断で不合格の場合、FP-1601 はネットワーク通信ができ

ないため、ネットワーク内の他のバンクと競合することはありません。 

FP-1601 に電源を投入して使用できる状態になると、POWER LED と

STATUS LED が約 5 秒間点灯してから、STATUS LED が消えます。その

後、I/O モジュールの READY LED がオンになると、ネットワークモ

ジュールを使用できるようになります。

FP-1601 は、STATUS LED を通じて POST の不良を示します。LED が上述

のように動作しない場合には、付録 C、「トラブルシューティング」の

「STATUS LED エラー表示」のセクションを参照してください。
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DIP スイッチ

下の図は、FP-1601 の前面にあるスイッチを示しています。

 

スイッチ 1、2、3、4、5、6、7 は、ユーザによるアクセスが可能な DIP
スイッチです。FieldPoint LabVIEW VI によって読み込むことはできます

が、デフォルトの機能はありません。

RESET スイッチ
RESET スイッチの位置によって、FP-1601 ネットワークモジュールの IP
設定が電源投入時または再起動時にリセットされるかどうかが決まりま

す。モジュールを別のサブネットに移動する場合、または TCP/IP 設定が

原因でシステムにアクセスできないと思われる場合には、モジュールの

TCP/IP 設定をリセットする必要があります。FP-1601 のリセット手順に

ついては、付録 B、「FP-1601 をリセットする」を参照してください。

ユーザによるアクセスが可能な DIP スイッチ（1 ～ 7）
ユーザによるアクセスが可能なスイッチ（1 ～ 7）は、FieldPoint エクス

プローラなどのホストインタフェースから、ネットワークモジュールの離

散入力チャネルとして読み込むことができます。 
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FP-1601 上のファームウェアをアップグレードする

FP-1601 上のファームウェアをアップグレードするには、以下の手順に

従ってください。

1. FieldPoint エクスプローラで FieldPoint のアイコンを右クリックし

て、このサーバに通信リソースを追加を選択します。

2. 通信リソース構成ダイアログボックスで、タイプをイーサネットに指

定します。

3. 参照をクリックして、リモートシステムエクスプローラを起動しま

す。 FP-1601 のシリアル番号を右クリックして、ソフトウェアをイン

ストール / アップグレードを選択します。
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4. 「ファームウェアをアップグレード」ダイアログボックスで、参照を

クリックします。

 

5. 「ファイルを開く」ダイアログボックスで、新規の .fpfファームウェ

アファイルのディレクトリに移動します。開くをクリックします。

6. 新規のファームウェアファイルを選択した後、「ファームウェアを

アップグレード」ダイアログボックスでアップグレードをクリックし

ます。 
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A
ネットワーク設定を選択する

この付録では、適切なネットワーク設定の選択方法について説明します。

IP アドレスを選択する

FP-1601 の IP アドレスを選択する方法は、ネットワークにシステム管理

者が設定されているかどうかによって異なります。 

ネットワーク管理者がいる場合
既存のイーサネットネットワークに FP-1601 を追加する場合、注意して

IP アドレスを選択してください。 ネットワーク管理者と相談して、適切な

値を入手してください。 

• FP-1601 および National Instruments Time Service 対応コンピュー

タに対し、固有の IP アドレスを設定する際、ネットワーク管理者に

相談してください。 Time Service は、FieldPoint ソフトウェアと共

にインストールされ、自動的に実行されます。 

• 適切なサブネットマスク、ゲートウェイ、DNS サーバアドレスを設

定する際も、ネットワーク管理者と相談してください。

ネットワーク管理者がいない場合
小規模のイーサネットネットワークを構成している場合、独自の IP アド

レスを選択することができます。 値を選択する際、下記のガイドラインを

参照してください。

• IP アドレスは、通常、w.x.y.zの形式で、w、x、 yは 0 ～ 255 の間

の数値（0 および 255 を含む）で、zは 1 ～ 254 の間の数値です。

ただし、z値の 1 は、通常、ゲートウェイの IP アドレスに使用され

ます。

• ローカルネットワーク（インターネットに接続されない）には、以下

の範囲で IP アドレスを指定します。

– 10.0.0.0 ～ 10.255.255.255 

– 172.16.0.0 ～ 172.31.255.255

– 192.168.0.0 ～ 192.168.255.255 

• IP アドレスがネットワーク上の他のデバイスですでに利用されてい

るかどうかを確認するには、スタート→ファイル名を指定して実行を

選択し、ping x.x.x.xと入力します（x.x.x.xはテストしたい IP
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アドレス）。OK をクリックします。 pingがタイムアウトを返したら、

その IP アドレスは使用されていません。 デバイスから応答が返され

たら、その IP アドレスはすでに使用されているということです。

• サブネットは、IP アドレスが設定されているシステムのセットであ

るため、互いに直接通信することができます。 データは、中間ルータ

を通じて流れません。 最も一般的なサブネットマスクは、

255.255.255.0です。

• 必要に応じて、適切なサブネットマスクを選び、システムを小さなサ

ブネットに分割します。 サブネットを指定する方法は、以下のとおり

です。

論理 AND で IP アドレスとサブネットマスクを組み合わせて、サブ

ネットを指定します。 たとえば、10.10.10.10という IP アドレスと 
255.255.255.0というサブネットマスクを持つシステムは、

10.10.10.xのサブネット上にあります。 こうして、10.10.10.xと

いう IP と、255.255.255.0というサブネットマスクを持つシステ

ムはすべて、同じサブネット上にあると考えられます。 同様に、シス

テムが 255.255.0.0というサブネットマスクを持つ場合、

10.10.x.xという IP を持つシステムはすべて、同じサブネットの一

部であると考えられます。 

• FieldPoint エクスプローラで、ネットワークモジュールの IP アドレ

スを構成するとき、提案値ボタンを使うと、ネットワークで使用でき

る値になります。

• Time サーバは、National Instruments Time Service をインストー

ルしたコンピュータのアドレスになります。 この機能は、FieldPoint
ソフトウェア、Lookout 4.0 以降、LabVIEW データロギング＆監視

制御モジュールと共にインストールされます。

• 独自のネットワークを設定している場合、ゲートウェイや DNS サー

バを使用していなければ、これらの値を 0.0.0.0に設定します。

• コンピュータのネットワーク設定を知るには、Windows 98/95 の場

合、winipcfgを実行し、Windows 2000/NT の場合、ipconfigを

実行します。

winipcfgを実行するには、スタート→ファイル名を指定して実行を

選択し、名前フィールドに winipcfgと入力して、OK をクリックし

ます。 IP 設定ウィンドウが開き、コンピュータのネットワーク設定に

関する情報を見ることができます。 正しいイーサネットアダプタが

ウィンドウの上部のフィールドに表示されていることを確認してくだ

さい。

ipconfigを実行するには、コマンドウィンドウを開き、プロンプト

に ipconfig と入力し、<Enter> を押します。 詳細については、

ipconfig /allと入力して参照してください。 FP-1601 を構成する

際、正しいイーサネットアダプタの設定をしていることを確認してく

ださい。
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FP-1601 をネットワークに関連づける

FP-1601 をネットワークに関連付ける方法は、ネットワークに DNS サー

バがあるかどうかによります。

• ネットワークに DNS サーバがある場合、以下の手順に従い、DNS ア

ドレスの値が正しい位置を示していることを確認してください。

a. FieldPoint エクスプローラで通信リソースを右クリックして、

この通信リソースを編集を選択します。

b. 参照をクリックして、リモートシステムエクスプローラを起動し

ます。

c. DNS アドレスを確認したいモジュールのシリアル番号をダブル

クリックします。

d. システム構成ダイアログボックスのネットワーク設定タブで、

DNS アドレスの値が正しい位置を示していることを確認します。

e. DNS アドレスに対し入力を追加するには、ネットワーク管理者

に相談してください。 

• ネットワークに DNS サーバがない場合、ネットワーク接続された各

コンピュータ上で hostsファイルを設定する必要があります。 hosts
ファイルを設定することで、ネットワークに接続されたコンピュータ

がホスト名を利用できます。 FP-1601 にアクセスするのに必要なネッ

トワーク上の各コンピュータに、適切に構成された hosts ファイル

が必要です。

Windows 2000/NT で Hosts ファイルを設定する
1. 管理者として、ローカルマシン（ドメイン上のマシンではなく）にロ

グオンします。

2. hostsというテキストファイルを作成します。 このファイルをシステ

ムの root の system32\drivers\etcディレクトリに置きます

（例： c:\winnt\system32\drivers\etc\hosts）。

3. このファイルに対し、以下の行を入力します。ここで、hostname は、

FP-1601 のホスト名で、12.34.56.78 は、その IP アドレスです。

127.0.0.1 localhost
12.34.56.78 hostname
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Windows 98/95 で Hosts ファイルを設定する
1. hostsというテキストファイルを作成します。 このファイルを

windowsディレクトリに置きます（例：c:\windows\hosts）。

2. このファイルに対し、以下の行を入力します。ここで、fp は、

FP-1601 のホスト名で、12.34.56.78 は、その IP アドレスです。

127.0.0.1 localhost
12.34.56.78 fp

FP-1601 で TCP/IP 設定を参照、編集する

以下の手順で、TCP/IP 設定を参照することができます。

1. FieldPoint エクスプローラで通信リソースを右クリックして、この通

信リソースを編集を選択します。 

2. 参照をクリックして、リモートシステムエクスプローラを起動します。 

3. リモートシステムエクスプローラで、設定を参照したり、変更したり

したい FP-1601 のシリアル番号をダブルクリックします。 

4. 終了したら、OK をクリックします。 変更は保存しないので、キャン

セルをクリックします。
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B
FP-1601 をリセットする

FP-1601 がネットワークと通信できない場合、これを工場出荷時の設定に

手動でリセットすることができます。 この状態で、FP-1601 がホストコン

ピュータと同じサブネット上にある場合、リモートシステムエクスプロー

ラを使い、FP-1601 を検索することができます。 FP-1601 をリセットする

と、以下の動作が起こります。

• IP アドレス、サブネットマスク、DNS アドレス、ゲートウェイ、

Time サーバ IP は、0.0.0.0に設定されます。

• 通常の I/O 動作は、FP-1601 が再構成されるまで、中断されますが、

I/O モジュールの構成は保持されます。 （FieldPoint エクスプローラ

でリセットコマンドを送信し、各 I/O モジュールをリセットします。）

• このデバイスは、リモートシステムエクスプローラに「未構成」と表

示されます。

• このシステムはロックされておらず、構成設定およびデータポイント

に対するパスワード保護は解除されます。

• リセットでは、電源投入時のデフォルト設定や監視設定に影響しません。

以下の指示に従い、この製品をリセットします。

1. FP-1601 の電源を落とします。

2. 以下の図のように、モジュールの前面にある RESET DIP スイッチを

ON の位置に移動します。

 

3. FP-1601 に電源を入れ、赤い STATUS LED の点滅開始を待ちます。 点
滅したら、FP-1601 はリセットモードの状態にある、ということです。

4. RESET スイッチを OFF の位置に戻します。

5. FP-1601 の電源を落として、再度電源を入れてください。

1 2 3 4 5 6 7 R
E

S
E

TO

F

F

/

O

N
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C
トラブルシューティング

この付録では、FP-1601 および FieldPoint ソフトウェアのトラブル

シューティングについて説明します。

ソフトウェアの構成に関する問題

通信リソース構成ダイアログボックスで検索中に発生するエラー
予測される原因と対策：

• イーサネットアダプタが適切に取り付けられていません。 イーサネッ

トアダプタを取り付けるには、スタート→設定→コントロールパネル 
を選択して、ネットワークをダブルクリックします。 イーサネットア

ダプタが、現在のネットワークコンポーネントのリストに表示される

はずです。 表示されない場合、イーサネットアダプタと共に提供され

たソフトウェアを再インストールします。 このソフトウェアがない場

合、イーサネットアダプタのメーカにお問い合わせください。

• イーサネットアダプタは取り付けられているが、TCP/IP プロトコル

が実装されていません。 TCP/IP は、イーサネット上で、FP-1601 との

通信に利用されるネットワークプロトコルです。スタート→設定→コ

ントロールパネルを選択し、ネットワークをダブルクリックします。 
TCP/IP が、現在のネットワークコンポーネントのリストに表示され

るはずです。 表示されない場合、インストールするネットワークコン

ポーネントダイアログボックスからプロトコルを選択して、追加をク

リックします。 ネットワークコンポーネントの選択ダイアログボック

スが表示され、製造元で Microsoft を選択し、ネットワークプロト

コルのリストから TCP/IP を選択します。OK をクリックします。 コ
ンピュータに付属の Microsoft Windows ディスクまたは CD-ROM
が必要な場合や、ネットワークコントロールパネルを閉じた後、コン

ピュータを再起動する必要がある場合があります。
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検索時に FP-1601 がリモートシステムエクスプローラダイアログに
表示されない

予測される原因と対策：

• FP-1601 に電源が入っていて、モジュールとコンピュータの両方が適

切にイーサネットネットワークに接続されていることを確認します。 
モジュールの POWER および LINK LED 表示器が点灯するはずです。 
参照をクリックすると、FP-1601 上の ACTIVE LED が点滅して、通信

中であることを示します。

• スイッチやルータなど、一部のネットワークデバイスで、FieldPoint
エクスプローラが使用する指定の UDP ブロードキャストパケットを

遮断して、未構成の FP-1601 モジュールと通信することができます。

FP-1601 モジュールが FieldPoint エクスプローラが動作しているコ

ンピュータと同じサブネット上にある場合も同様に通信できます。 
これをテストするには、FieldPoint エクスプローラと FP-1601 が動作

するコンピュータをシンプルなイーサネットハブに直接接続するか、

FP-1601 とホスト PC の間にクロスオーバケーブルを使用します。

この構成で、FP-1601 はリモートシステムエクスプローラウィンドウ

に表示されるが、大規模ネットワークに接続されていない場合、この

タイプの問題がある可能性があります。 ネットワーク管理者にご相談

ください。

• FP-1601 は、他のネットワーク上で構成されていて、現在のネット

ワークに移動した可能性があります。 FP-1601 のリセットの方法につ

いては、付録 B の「FP-1601 をリセットする」を参照してください。

• 間違ったタイプのイーサネットケーブルを使用している可能性があり

ます。

• ネットワーク上の他のデバイスによって使用されている FP-1601 に

IP アドレスを指定した可能性があります。 他のデバイスを取り外す

か、再構成する、あるいは FP-1601 の IP アドレスを再設定してくだ

さい。 IP 設定の選択については、付録 A の「ネットワーク設定を選

択する」を参照してください。

FP-1601 の IP 設定時のエラー
予測される原因と対策： すべてのネットワークパラメータに対し、有効な

値を入力したかどうかを確認してください。 サブネットマスクまたは IP
アドレスがネットワーク設定と合っていない場合、エラーが返され、

FP-1601 は構成されません。
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FP-1601 から無効なタイムスタンプ値が返される
予測される原因と対策：

• リモートシステムエクスプローラに入力した IP アドレスが、

National Instruments Time Service を動作するコンピュータを示し

ていることを確認してください。

• タイムゾーンの設定がホスト PC および Time サーバ PC 上で正しく

設定されていることを確認してください。

• Time サーバとして指定したコンピュータに、National Instruments 
Time Service がインストールされていることを確認してください。 
Time Service はインストールされているが、動作していない場合、

Service Manager か、以下のコマンドを使い、これを再起動してく

ださい。 

– Windows Me/98/95 の場合：MS-DOS プロンプトを開き、

c:\windows\system\lktsrv -startと入力するか、または、

PC のシステムのタスクトレイにある灯台のアイコンを右クリッ

クします。

– Windows 2000/NT の場合：コマンドプロンプトを開き、

c:\winnt\system32\lktsrv -startと入力するか、または、

コントロールパネルから Services Manager を使用します。

Time Service がインストールされていない場合、Time Services を
含む FieldPoint ソフトウェアをインストールします。これについて

は、第 2 章の「ハードウェアの取り付けとソフトウェアのインス

トール」を参照してください。

FieldPoint エクスプローラで「モジュールが見つかりません」とい
うエラーが出る

予測される原因と対策：

• FieldPoint ハードウェアに電源が投入されていることを確認してくだ

さい。 ターミナルベースの接続、I/O モジュールとターミナルベース

の接続、ケーブルの接続がしっかりしていることを確認してくださ

い。 これらの接続がすべて適切であれば、I/O モジュールの READY 
LED は点灯するはずです。

• ネットワーク上の他のデバイスによって使用されている FP-1601 に

IP アドレスを指定した可能性があります。 他のデバイスを取り外す

か、再構成する、あるいは FP-1601 の IP アドレスを再設定してくだ

さい。 IP 設定の選択については、付録 A の「ネットワーク設定を選

択する」を参照してください。

• タイムアウト値が小さすぎる可能性があります。 値を大きくして、

再度実行してみてください。 
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STATUS LED エラー表示

FP-1601 は、赤い STATUS LED を特定の回数点滅させて、それぞれのエ

ラーの状態を示します。  以下の表は、STATUS LED の点滅の回数、それに

対応するエラーの状態を表します。

表 C-1 STATUS LED の点滅回数とそのエラー状態

点滅の回数 エラー状態

0 ( 点灯し

たまま )
FP-1601 に、正しく電源が入っていません。 質問等あ

る場合は、ナショナルインスツルメンツにお問い合わ

せください。

1 FP-1601 が、リセットモードの状態、あるいは未構成

の状態です。 リセットモードについては、付録 B の

「FP-1601 をリセットする」を参照してください。 構成

については、第 3 章の「ハードウェアとソフトウェア

の構成」を参照してください。

2 FP-1601 は、ファームウェアでエラーを検出しました。 
ファームウェアのアップグレードが中断されると、通

常、これが発生します。 ファームウェアのアップグ

レードプロセスを繰り返してください。

3 回以上 FP-1601 は、復帰不能なエラーを検出しました。 質問

等ある場合は、ナショナルインスツルメンツにお問い

合わせください。
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D
仕様

取り付け
ターミナル配線 ..............................................  16-26 AWG 銅の導線（7 mm 被

覆をむく）

ねじ端子向けトルク ..................................... 0.5-0.6 Nm

ネットワーク
ネットワークインタフェース ................... 10 BaseT/100BaseTX イーサ

ネット

互換性 ............................................................... IEEE 802.3

通信速度 ...............................................................10 Mbps、100 Mbps、自動選択

最大ケーブル長 .............................................. 100 m/ セグメント

電源電圧 ........................................................... 11 ～ 30 VDC

消費電力 ........................................................... 4.5 ワット + 1.1 × Σ(I/O モ
ジュールにおける消費電力 )

1 バンクの最大ターミナルベース数 ....... 9

最大バンク数 ..................................................  ネットワークトポロジによる

重量 .....................................................................  235 g 

最大動作電圧
最大動作電圧は、信号電圧＋コモンモード電圧を基準とします。

チャネル～アース ......................................... 250 V、設置カテゴリ II

チャネル～チャネル ..................................... 0 V
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動作環境
FieldPoint モジュールは、室内用に設計されています。

動作温度 ........................................................... –25 ～ +55 ℃

保管温度 ........................................................... –55 ～ +85 ℃

相対湿度 ........................................................... 10% ～ 90%、結露なし

最大高度 ........................................................... 2,000 m 

汚染度 ................................................................ 2

安全性
FP-1601 は、測定、制御及び研究所用電気機器の安全性を示す以下の規格

の要求事項に準拠しています。

• EN 61010-1:1993/A2:1995、IEC 61010-1:1990/A2:1995

• UL 3101-1:1993、UL 3111-1:1994、UL 3121:1998

• CAN/CSA c22.2 no. 1010.1:1992/A2:1997

電磁両立性適合指令
CE、C-Tick、FCC Part 15 (Class A) 対応

エミッション（不要輻射） .......................... EN 55011 Class A（10 m）

FCC Part 15A（1 GHz 以上）

イミュニティ（雑音排除性） ...................... EN 61326: 1997/A1: 1998、
Table 1

メモ 完全に EMC 対応するには、シールド配線を使ってこのデバイスを動作してくだ

さい。 この他の対応規格については、この製品の適合宣言（Declaration of 
Conformity: DoC）を参照してください。 この製品の DoC を入手するには、

ni.com/hardref.nsf/で Declaration of Conformity をクリックしてくださ

い。 
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配線
以下の表は、通常のケーブルおよびクロスオーバケーブル用の標準のイー

サネットケーブル配線を示しています。

以下の図は、FieldPoint イーサネットケーブルのコネクタのピン配列を

示しています。

表 D-1 イーサネットケーブルの接続

ピン コネクタ 1
コネクタ 2
（通常）

コネクタ 2
（クロスオーバ）

1 白／オレンジ 白／オレンジ 白／緑

2 オレンジ オレンジ 緑

3 白／緑 白／緑 白／オレンジ

4 青 青 青

5 白／青 白／青 白／青

6 緑 緑 オレンジ

7 白／茶 白／茶 白／茶

8 茶 茶 茶
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E
技術サポートおよび
プロフェッショナルサービス

技術サポートおよびプロフェッショナルサービスについては、ナショナル

インスツルメンツのウェブサイト（ni.com/jp）の下記のセクションを

参照してください。

• サポート：オンライン技術サポートには以下のリソースがあります。

– セルフヘルプリソース：解答やソリューションがすぐに必
要な場合は、技術サポートリソースの広範なライブラリ
（ni.com/support/ja）をご利用いただけます。それらのリ
ソースは、日本語の他に英語とスペイン語でも提供してい
ます。登録ユーザの方ならほとんどの製品で無償でご利用
いただくことができ、ソフトウェアドライバおよびアップ
デート、技術サポートデータベース、製品マニュアル、ト
ラブルシューティングウィザード、ハードウェアリファレ
ンスデータベース、サンプルプログラム、チュートリアル
およびアプリケーションノート、計測器ドライバ、ディス
カッションフォーラム、計測用語集などが含まれています。

– 技術者によるサポートオプション：弊社のエンジニアや計
測 / オートメーション技術者へお問い合わせいただく場合
は、ni.com/support/ja にアクセスしてください。オンラ
インシステムを利用することにより、質問内容が明確にな
り、電話、ディスカッションフォーラム、または E メール
により弊社技術者に直接お問い合わせいただくことができ
ます。

• トレーニング：自習形式のチュートリアルおよび対話式 CD（英語）

については、ni.com/jp/trainingにアクセスしてください。また、

インストラクタによる実践コースも世界各地で開催しております。

• システムインテグレーション：時間的に制約がある場合や、社内の

技術リソースが限られている場合、その他プロジェクトで問題がある

場合などは、ナショナルインスツルメンツのアライアンスプログラム

のメンバーによるサービスをご利用いただけます。詳しくは、最寄り

のナショナルインスツルメンツ営業所にお電話いただくか、ni.com/
jp/allianceをご覧ください。

ナショナルインスツルメンツのウェブサイト（ni.com/jpまたは

ni.com）で解答が見つからなかった場合は、最寄りの営業所またはナ
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ショナルインスツルメンツ本社にお問い合わせください。世界各地の弊社

営業所の連絡先は、本書の巻頭に掲載されています。また、弊社ウェブサ

イトの Worldwide Offices セクション（ni.com/niglobal）から各支

社のウェブサイトにアクセスすることもできます。各支社のサイトでは、

お問い合わせ先、サポート電話番号、E メールアドレス、イベント等に関

する最新情報を提供しています。
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用語集

接頭語 意味 値

m- milli- 10–3

M- mega- 106

% パーセント

° 度

C 摂氏

DIP スイッチ デュアルインラインパッケージ（DIP）スイッチ

DNS ドメイン名システム

FTP ファイル転送プロトコル

HotPnP ホットプラグアンドプレイ

IEC 国際電気標準会議 (International Electrotechnical Commission）

I/O 入力／出力

LED 発光ダイオード

m メータ

OPC OLE for Process Control

POST 電源投入時自己診断機能 (POST)

V ボルト

VDC 直流電圧

バンク 1 個の FieldPoint ネットワークモジュールと、1 個か複数のターミナル

ベースと I/O モジュールを組み合わせたもの
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索引

数値
100 Mbps LED、4-5

A
A LED、4-5
Active LED、4-5

B
B LED、4-5

C
C LED、4-5

D
D LED、4-5
DIN レール取り付け。「取り付け、ハードウェ
アを DIN レールに取り付ける」を参照

DIP スイッチ、4-6
DNS アドレス

Reset スイッチを使用してリセットす

る、B-1
値を選択する、A-1
構成する、3-3

F
FieldPoint VI、3-15、4-6
FieldPoint エクスプローラ

FP-1601 を構成する、3-1
I/O チャネルをモニタする、3-12
インストール、2-14
構成を検証する、3-12
構成を電源投入時状態として保存する、3-9
出力チャネルに書き込む、3-13
デバイスとチャネルの構成、3-5
「モジュールが見つかりません」というエ

ラーに対するトラブルシューティン

グ、C-3

FieldPoint ソフトウェア
「FieldPoint エクスプローラ」、「リモート

システムエクスプローラ」を参照

FTP ダウンロードサイト、1-3
OPC サーバ、3-17
インストール、2-14
概要、1-3

FieldPoint の安全性について、2-1
FieldPoint バンクの現在の状態を保存する、4-2
FieldPoint バンクをリセットする、4-6、B-1
FieldPoint バンク（定義）、1-2
FP-1601 とターミナルベースを取り外す

DIN レール取り付け、2-6
パネル取り付け、2-9

FP-1601 の清掃、2-2
FP-1601 ハードウェア

DIP スイッチ、4-6
FieldPoint エクスプローラでの構成、3-1
FP-1601 を識別するためのコメント、3-4
FP-1601 をネットワークに関連づける、A-3
HotPnP（ホットプラグアンドプレイ）、4-3
I/O モジュールに電力を供給する、2-13
IP アドレス、3-3、A-1
TCP/IP 設定、A-4
概要、1-1
機能、4-1
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